
には正しいフィルムの使用や廃棄方法の情報発信、明日の技術者を育てる教育にも力を入れていく
必要があります。これは我々プラスチックフィルムを扱う企業にとって使命だと考えています。限りある
資源を有効に使い、豊かな社会をつくるため、お客様と一緒に考えていきたいと思っています。

代表取締役　大江正孝

台風、大雨で被害に遭われた方々へ心よりお見舞い申し上げますとともに、被災された地域の一日も
早い復興をお祈り申し上げます。災害が多かった令和元年も残りわずか。元気に笑顔で過ごしていき
たいですね。今秋は多くの展示会に参加しましたが、地元のお祭り （西那須野産業文化祭 ）に初め
て出展しました。オリジナルペットボトル作成フィルム「ちぢ〇くん」の体験教室を行い、「プラスチックの
豆知識ブック」を配布させていただきました。使い捨てや廃棄プラスチックが話題ですが、将来にわ
たって世界中の人々が豊かになるためには、環境保全を基本にした技術革新が必要です。そのため
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<<展示会出展>>

SunShineGarden ～～～ 社員の癒しスポット ～～～

☆～☆～☆ 今年は多くの展示会へ出展させて頂きました。 ☆～☆～☆

栃木県宇都宮市のマロニエプラザで、足利銀行主催で毎年行われる展示商談会です。

栃木県の地元企業や近隣他県の企業が一堂に会する展示会となっています。

弊社では、今年で5回目の出展となり、地元企業様とつながりを持つ場として出展しています。

栃木県からの要請を受けて、栃木県のブースのひとコマに出展させて頂きました。

福祉関係の業界にはなじみが薄いのですが、蓄光シュリンクフィルム、抗菌シュリンクフィルム、抗菌・消臭ポリ袋を

展示させて頂きました。お客様の反響も良く、福祉の中でもシュリンクフィルムが使える！そんな感想をもった展示会でした。

包装製品関連展示会で、2年に一度行われる”JapanPack”に今年も取引先様と共同出展致しました。

例年は東京ビックサイトで行われていましたが、今回は、オリンピック開催の関係から、会場が幕張メッセへと移り開催されました。

和Shuは、単なる包装から、
装飾包装へご提案できるフィルムとなっています。

秋になり、Gardenもだんだん寂しくなってきました。

春に向けて、皆で色々と考えているみたいなので、どのようになるのか

 ご期待ください。

今回は、弊社で新しく開発しましたシュリンク製品、

バイオマスシュリンク "和shu"を展示いたしました。

プラスチックフィルムながら、和紙調の質感となっており、

ご来場頂き観て頂いたお客様には好評でした。

代表による、トークショーです！！

”和shu”についてお話しました。



ちょっとだけ、みんな本当に喜んでくれているのか不安はありますけど．．．
仕事にくる楽しみと、頑張る意欲をもってこれからも頑張ってまいりますので、宜しくお願い
します。

私たち、栃木工場がある町にはこんなものがあります。　シリーズ⑮

私は、主にポリエチレン製品の加工を担当しています、特殊なポリエチレン製品の為、加工に
細心の注意を払いながら日々業務をおこなっております。
家では、少しですが畑をもって旬の野菜を作ってます。野菜の出来が良いときは、会社に持っ
て来ては、みんなに配って食べるのを手伝ってもらってます。調理が面倒なものは、自分で調
理して持参し、休憩時間や昼食時、みんなに振舞って食べてもらってます。みんなが美味しい
と笑顔で言ってもらえると、自分でも、良かったなと思えるので楽しみながら作ってます。

旅行は、主に日本国内ですが、色々な土地の四季折々の風景を楽しみながら、その土地の風土
に触れ、その土地の美味しい食べ物を楽しむのが好きで、時間を作っては友人を誘い旅に出て
ます。旅に出る、食べるを楽しみに、頑張っていきますので宜しくお願いします。

初めまして、製袋加工を担当しています、大久保と申します。

初めまして、製袋加工を担当しています、麓(ふもと)と申します。
製袋加工担当のメンバーの中では、年齢が一番上となりますが、若い子には負けずと日々奮闘
しています。子供3人も独立し、孫も5人できましたが、自分の時間を大切にしたいのと、適度
に体を動かし健康維持の為、働けるところまで働きたいと頑張っています。
私生活では、旅行や食べ歩きが趣味で、時間があれば友人たちと旅や食を楽しんでます。

　・和紙のような風合い、マット感で高級感を演出！

　・紙のようですが、水、汚れに強く、紫外線をカット！

　・紙のように、縦、横自在、簡単に切れて開封も楽！

バイオマス原料を混ぜた事により、思いがけない機能が加わったシュリンクフィルムで、お客様の大切な商品を
華やかに飾るのに、お役に立てればと思います。

バイオマス原料由来で、フィルムに透明感は無くなりましたが、その代わりフィルムが紙のような質感となり、収縮
させると和紙のような風合いになりました。
そこで、”和”をイメージさせるシュリンクフィルとなりましたので、”和shu”と名づけました。
これまで、シュリンクフィルムは包装用としてのフィルムでしたが、このフィルムは包装に装飾をプラスできる、シュ
リンクフィルムの可能性を見出し、新たなご提案の出来る製品となりました。

”和shu”の特徴は、

～～～　バイオマスPVCシュリンク　～～～

弊社では、PVCシュリンクフィルムにバイオマス原料を混ぜた"バイオマスシュリンク"を発売いたします。
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事例・業界情報

今年は、台風や大雨など災害の多い年となりました、被害に遭われた方には心よりお見舞い申し上げます。

幸い弊社では会社、従業員ともに大きな被害は受けずにすみました。

今後も元気な会社をお伝えする為に、情報を発信していきたいと思いますので宜しくお願いします、

製袋担当

大久保 のぶ子

～～～ 塩原温泉 ・ 天皇記念の間公園～～～

塩原福渡にあった、塩原御用邸(1904年/明治37年～1946年/昭和21年)が、戦後皇室財産整理の為、塩原

御用邸は廃止され厚生省に移管され国立塩原光明寮が開設しました。

その後、1964年に国立塩原視力障害センターへ改編し、2013年まで使用されましたが、1981年に同センターの

改築に伴い、旧御座所棟のみ近隣へ移築保存され、天皇の間記念公園として一般公開されるようになった公園

です。塩原温泉郷は、箒川が谷になる山間の温泉郷の為、初秋寒暖差があり紅葉が綺麗な場所としても有名で

す。その場所にある天皇の間記念公園は、四季折々の景色により、そのたたずまいにかつての皇室の別荘地として

の往時を偲ばせています。秋の紅葉時期、時の天皇陛下が愛用した御用邸の雰囲気を味わいつつ、皇室の歴史

に触れるのもいいものと思います。

次回、冬号は2月中旬発行予定です。

時代は平成から令和となり、天皇陛下の即位の礼も粛々と進められていますが、栃木には、皇室ゆかりの地が

意外とあるのをご存知でしょうか。

有名なところでは、那須御用邸があります。令和天皇は皇太子時代、度々利用されていました。

那須御用邸は、上皇様のご意向により平成23年より敷地の一部を解放した森林スポット、"那須平成の森"が

開園しています。また、県中央部には皇室で用いられる農産物を生産している御陵牧場があり、日光には、旧

御用邸跡の地日光田母沢御用邸記念公園、塩原には旧御用邸の御用邸移築保存の天皇の間記念公園が

あります。

今回は、本社工場より比較的近場となる、「天皇の間記念公園」を紹介したいと思います。

日本

和

製袋担当

麓 チイ子


